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1. はじめに 

落書きという行為は，あまり好ましくない行

為として取り上げられることがよくある．しか

し，一方で落書きを肯定的なものとして捉え，

落書きの有用性を証明しようとする研究がいく

つかある．Girija Kaimalらは，落書きなどの芸術

活動が脳の活発化や健康につながると述べてい

る[1]．また，Sunni Brown は，落書きは独創的な

問題解決や難解な情報処理をする際に大きな効

果があると述べている[2]．つまり，落書きとい

う行為が脳を刺激し，集中力の向上や新たなア

イデアの発想へとつながる．他にも，箭野らは

AR(Augmented Reality)を用いて空中に落書きを行

えるシステム[3]を開発した．このように落書き

を補助する研究も存在している． 

我々の研究グループでは，落書きが子供の教

育を促進させる手段として有効であると考えた．

しかし子供の場合，紙に留まらず壁や家具に対

しても落書きを行い，汚してしまう問題が存在

する．この問題に対して，Kinectを用いて手の動

きに合わせて線やテンプレートを描画できるプ

ロジェクションマッピングシステム[4]を開発し

た．このシステムでは，図 1 のように手でなぞ

った部分にリアルタイムで線を投影させること

で，壁を直接汚すことなく落書きを行える．し

かし，1台の Kinectで骨格情報を取得できるのは

2人までであるため，本システムは 2 人までしか

使用することができない．実際に保育園や幼稚

園等で使用することを考えると，さらに多くの

人数で使用できることが好ましい． 

そこで本研究では，先行研究として開発され

たシステムを複数人で使用することを目的とし，

複数台の Kinect を用いて 3 人以上での使用にも

対応したシステムへの拡張を行う． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 落書きできるプロジェクション 

マッピングシステム 

 

2. 落書きできるプロジェクションマッピングシ

ステム 

 Kinectで取得した手の形状ごとに図 2のような

処理を行い，プロジェクタで投影することで線

やテンプレート（図 3）を壁に描けるようにした．

このとき，Kinectで得た手の座標に対してそのま

ま線やテンプレートを投影しても，手の位置と

投影の位置にずれが生じるため，投影する前に

ずれを調整するための座標合わせという処理を

行う必要があった．  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 先行研究の概要図 

 

 

 

 

 

 

(a)蝶     (b)花 

図 3 テンプレート 

 

3. 複数人への拡張 

本研究では，先行研究で開発されたシステム

を複数人で扱えるようにするため，異なる

PC(Personal Computer)間で必要な情報を通信し，

投影を行うシステムを開発する．開発環境と

Kinect から取得できる情報を表 1，2 に，本研究

の概要図を図 4にそれぞれ示す．開発には Kinect
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を 2 台，PC を 2 台，プロジェクタを 1 台使用す

る．Kinectを 2台使用するため，本システムは最

大 4人まで使用可能である．単一の PCでは複数

の Kinect を取り扱うことができないため，機材

は図 4 のように接続する．異なる PC間で通信を

行うために，Kinectから手の情報を取得し送信を

行うクライアントと，受信した情報を処理し投

影を行うサーバを設定する．そのため，片方の

PC はクライアントとサーバを兼ねる．クライア

ントでは，Kinectから得た右手の座標に対して座

標合わせを行い，座標合わせ後の座標や右手の

形状，認識された人の識別番号などの情報をサ

ーバに送信する．サーバでは，受信した情報を

図 5 のように処理し，プロジェクタからの投影

を行う． 

表 1 開発環境 

 PC1 PC2 

CPU 
Intel® Core™ 

i7-2630QM 

Intel® Core™ 

i7-6500U 

メモリ 16GB 16GB 

サイズ 1920×1080 1920×1080 

 

表 2 Kinectから取得できる情報 

解像度 色：1920×1080 深度：512×424 

奥行 50cm～450cm 

視野角 水平：70度 垂直：60度 

形状 
最大 2人までの骨格情報 

（グー，チョキ，パー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 拡張したシステムの概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 クライアントとサーバの役割 

4. 複数人で落書きできるプロジェクションマッ

ピングシステム 

 実際に拡張したシステムを使って，線を書い

ている様子を図 6 に，テンプレートを張り付け

ている様子を図 7 にそれぞれ示す．図 6 の(b)よ

り，3 人で同時に線を描けている様子がわかる．

また，手の形状に応じてそれぞれが線とテンプ

レートを使いわけることができた．さらに，保

存と読み出しの機能を実装しているため，いつ

でも再開することができた． 

 

 

 

 

 

 

(a) 1人で使用 

 

 

 

 

 

(b) 3人で使用 

図 6 線の投影 

 

 

 

 

 

図 7 テンプレートの投影 

 

5. まとめ 

 本研究では，子供が壁や家具を汚さずに落書

きできるプロジェクションマッピングシステム

を複数人で扱えることを目的に，システムの拡

張を行った．必要な情報を PC 間で通信すること

で，複数台の Kinect を同時に扱えるようにし，

複数人で使用できるようにした．また，通信部

分が正常に動作しており更なる拡張が可能であ

る．今後は，骨格情報を取得するセンサの変更

を行う予定である． 
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